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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,257 1.5 221 △39.1 221 △39.1 127 △40.0
22年3月期第2四半期 1,239 49.0 364 82.8 363 101.8 212 102.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 10.32 ―
22年3月期第2四半期 17.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,391 1,042 74.9 84.44
22年3月期 1,406 1,053 74.9 85.36

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,042百万円 22年3月期  1,053百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 11.00 11.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,885 20.0 588 19.2 582 19.5 343 19.7 27.84



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記資料には、本資料発表日現在の将来に関する見通し、計画に基づく予想が含まれています。当該予想と実績の間には、今後様々な要因によって大き
く差異が発生する可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  12,370,000株 22年3月期  12,370,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  25,039株 22年3月期  25,000株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  12,344,991株 22年3月期2Q  12,345,000株



  

  

  

※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料については、開催後速や

かに当社ホームページで掲載する予定です。 

  ・平成22年11月19日（金）・・・・・・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会  
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による一連の景気対策で、景気の底打ちの動きは見られ

たものの、個人消費の先行き不透明感による消費マインドの冷え込み、欧州を中心とした金融不安が依然解消され

ず、円高株安といった要因もあり、依然として不透明な状況で推移しております。 

 一方、医薬品業界におきましても、激しい国際競争の中で経営統合や合併等の再編が続いております。さらに、

薬価基準の引き下げや後発品の普及促進等、薬剤費削減策の強化、主力製品の特許切れ問題および世界的な新薬の

承認審査の厳格化等により、ますます医薬品開発の競争は激化しております。 

 当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ）業界は、医薬品開発のアウトソーシング化を背景として、

市場規模は緩やかに拡大しております。しかし、その一方で、既存企業の規模拡大、事業譲渡、廃業などにより業

界内の競争は激化しております。 

 このような状況の下、当社グループのＣＲＯ事業につきましては、引き続き営業活動を強力に推進し複数の新規

案件の受託及び既存案件の増員契約の締結をいたしましたが、当第２四半期連結累計期間の収益に対する貢献度は

低く、第１四半期連結会計期間において受託案件が開発中止になったことによる臨床開発モニターの稼働率の低下

を補完することができませんでした。一方、前期より開始いたしました製薬会社に対する医療機関向け医薬品販売

支援（ＣＳＯ）事業については、少額ながら収益に貢献することとなりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は

百万円（前年同四半期比 ％減）、経常利益は 百万円（前年同四半期比 ％減）、四半期純利益は

百万円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ 百万円減少し、 百万円（

％減）となりました。これは、主に法人税等の納付及び配当金の支払による現金及び預金の減少によるものであり

ます。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ 百万円減少し、 百万円（ ％

減）となりました。これは、主に短期借入金の増加及び未払消費税等の減少によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ 百万円減少し、 百万円（

％減）となりました。これは、主に四半期純利益の計上による利益剰余金の増加及び配当金の支払による利益

剰余金の減少によるものであります。  

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より

百万円減少し、 百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は 百万円となりました。これは、主に税金

等調整前四半期純利益 百万円の計上があったものの、売上債権の増加額 百万円及び法人税等の支払額 百

万円があったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は 百万円となりました。これは、主に有形

固定資産の取得による支出 百万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は 百万円となりました。これは、主に短

期借入金による収入 百万円があったものの、配当金の支払による支出 百万円があったこと等によるもので

あります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

1,257 1.5

221 39.1 221 39.1 127

40.0

15 1,391 1.1

4 349 1.1

11 1,042

1.1

96 534

38

221 56 98

16

15

116

26 135
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

① 概要  

 当第２四半期連結累計期間においても引き続き営業活動を強力に推進した結果、複数の新規案件の受託及び既存

案件の増員契約の締結をいたしました。これらの案件は当第２四半期連結累計期間の収益に対する貢献度は低かっ

たものの、第３四半期連結会計期間以降において収益計上が見込まれること及び今後も引き続き営業活動を推進す

ることにより案件の受託が見込まれることから、通期における売上高について当初の予想を据え置くことといたし

ました。 

 また、利益面につきましても、一時的に低下した臨床開発モニターの稼働率が当第２四半期連結会計期間に回復

したことから、通期の営業利益および経常利益について当初の予想を据え置くことといたしました。 

 従いまして、通期業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表した数値から修正は行っておりません。 

  

② 受注残高の推移  

弊社の受託する治験業務では、１年から３年程度の治験実施期間において、症例数や対象疾患に起因する治験の

難易度などにより受託総額が決定します。この実施期間についてクライアントと委受託契約を締結し、契約に従い

毎月売上が発生します。 

受注残高は、既に契約を締結済みの受託業務の受注金額の残高であります。これは、今後１年から３年程度の期

間で発生する売上高を示しており、当社グループの今後の業績予想の根拠となる指標であります。 

下表のとおり、平成22年３月期末の受注残高に比べ平成22年10月29日時点の受注残高は ％増加しておりま

す。これは、既存の委受託契約を順調に消化し受注残高の金額が売上高として計上されたものの、第２四半期連結

会計期間において、これを上回る受託案件の新規契約があったことによるものです。 

当初の計画に従い、当第２四半期連結累計期間における人員の採用と教育は順調に進んでおり、新規クライアン

トを含め大手製薬会社を中心とする受託業務の拡大を図り、成長性と安定性を確保してまいります。 

  

表．受注残高の推移 

（単位：百万円） 

73.5

  

平成22年 

３月期末 

（Ａ）  

平成23年３月期 
増減率(％) 

(Ｂ－Ａ)/Ａ  第２四半期末 
平成22年10月 

29日時点（Ｂ）  

受注残高   2,276  2,323  3,949  73.5

内訳  

大塚製薬   806  1,333  1,333  65.3

第一三共  93  －  1,043  1,016.7

武田薬品 

グループ 
 －  209  782  －

ヤンセン 

ファーマ  
 490  420  420  △14.2

エーザイ   589  160  170  △71.2

その他   295  199  199  △32.7
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 433,301 530,113

売掛金 451,036 394,184

有価証券 100,733 100,687

仕掛品 － 623

前払費用 30,357 19,728

繰延税金資産 34,263 31,746

立替金 33,204 30,475

その他 99 109

流動資産合計 1,082,996 1,107,669

固定資産   

有形固定資産 65,996 56,847

無形固定資産 1,669 2,221

投資その他の資産   

差入保証金 230,040 230,436

その他 10,793 9,761

投資その他の資産合計 240,834 240,198

固定資産合計 308,501 299,266

資産合計 1,391,497 1,406,935

負債の部   

流動負債   

短期借入金 26,000 －

未払金 46,514 57,560

未払費用 39,484 32,962

未払法人税等 103,439 105,374

未払消費税等 14,916 31,981

預り金 13,181 29,461

賞与引当金 61,832 53,849

リース債務 12,687 13,148

その他 870 303

流動負債合計 318,926 324,640

固定負債   

リース債務 13,788 15,815

退職給付引当金 16,380 12,692

固定負債合計 30,169 28,508

負債合計 349,095 353,148

純資産の部   

株主資本   

資本金 214,043 214,043

資本剰余金 73,000 73,000

利益剰余金 770,696 779,144

自己株式 △9,849 △9,839

株主資本合計 1,047,890 1,056,348

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 △5,488 △2,562

評価・換算差額等合計 △5,488 △2,562

純資産合計 1,042,401 1,053,786

負債純資産合計 1,391,497 1,406,935
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,239,008 1,257,687

売上原価 599,123 717,207

売上総利益 639,884 540,479

販売費及び一般管理費 275,431 318,577

営業利益 364,453 221,902

営業外収益   

受取利息 240 170

為替差益 － 350

その他 － 5

営業外収益合計 240 526

営業外費用   

支払利息 989 766

営業外費用合計 989 766

経常利益 363,705 221,662

税金等調整前四半期純利益 363,705 221,662

法人税、住民税及び事業税 160,269 98,684

法人税等調整額 △8,909 △4,368

法人税等合計 151,359 94,315

少数株主損益調整前四半期純利益 － 127,346

四半期純利益 212,345 127,346

㈱リニカル（2183）　平成23年３月期第２四半期決算短信

-　6　-



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 363,705 221,662

減価償却費 10,436 14,703

長期前払費用償却額 1,339 2,043

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,778 7,982

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,575 3,687

受取利息及び受取配当金 △240 △170

支払利息 989 766

為替差損益（△は益） － △350

売上債権の増減額（△は増加） 60,239 △56,852

たな卸資産の増減額（△は増加） － 623

未払又は未収消費税等の増減額 △11,584 △17,064

立替金の増減額（△は増加） △2,881 △2,729

前払費用の増減額（△は増加） △5,230 △10,612

未払金の増減額（△は減少） △5,651 △14,095

預り金の増減額（△は減少） △10,826 △16,279

その他 △4,676 4,334

小計 409,971 137,648

利息及び配当金の受取額 247 170

利息の支払額 △989 △783

法人税等の支払額 △113,140 △98,343

営業活動によるキャッシュ・フロー 296,089 38,691

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,484 △15,993

長期前払費用の取得による支出 △530 △359

差入保証金の差入による支出 △139,492 △791

差入保証金の回収による収入 820 282

投資活動によるキャッシュ・フロー △148,686 △16,862

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 26,000

自己株式の取得による支出 － △10

配当金の支払額 △135,304 △135,227

リース債務の返済による支出 △6,483 △6,781

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,787 △116,019

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,332 △2,576

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,283 △96,766

現金及び現金同等物の期首残高 552,777 630,801

現金及び現金同等物の四半期末残高 607,060 534,034
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

(国内無担保普通社債の発行) 

当社は、平成22年９月28日及び平成22年10月14日開催の取締役会決議に基づき、下記のとおり第１回及び第２回

無担保社債をそれぞれ発行いたしました。  

第１回無担保変動利付社債 

（株式会社みずほ銀行保証付および適格機関投資家限定） 

      

第２回無担保変動利付社債 

（株式会社三井住友銀行保証付および適格機関投資家限定） 

  

(資金の借入) 

当社は、平成22年９月28日開催の取締役会決議に基づき、下記のとおり資金の借入を実行しております。  

      

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象

発 行 総 額 千円 175,000

発 行 年 月 日  平成22年10月29日 

発 行 価 額 額面100円につき金100円 

償 還 方 法 満期一括償還  

償 還 期 限 平成27年10月30日 

利 率 
①発効日の翌日から平成23年４月末日まで年 ％ 

②平成23年４月末日の翌日以降は６ヶ月円TIBOR 

0.5

担 保 提 供 資 産 無し  

資 金 の 使 途 事業資金 

発 行 総 額 千円 175,000

発 行 年 月 日  平成22年10月29日 

発 行 価 額 額面100円につき金100円 

償 還 方 法 満期一括償還  

償 還 期 限 平成27年10月30日 

利 率 ６ヶ月円TIBOR 

担 保 提 供 資 産 無し  

資 金 の 使 途 事業資金 

借 入 先 株式会社りそな銀行 

借 入 金 額 千円  150,000

借 入 金 利 １ヶ月円TIBOR＋0.7％  

実 施 時 期 平成22年10月29日  

返 済 期 限 平成27年10月31日  

返 済 条 件 １ヶ月毎の元金均等分割返済  

担 保 提 供 資 産 無し  

資 金 使 途 運転資金  
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(自己株式の取得) 

当社は、平成22年10月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。 

１．自己株式の取得を行う理由 

株主価値の向上を図ると同時に機動的な資本政策の遂行を可能とするため 

２．自己株式取得に関する取締役会の決議内容 

（１）取得する株式の種類    当社普通株式 

（２）取得する株式の総数    株（上限） 

               （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 8.10％）  

（３）株式の取得価額の総額    円（上限） 

（４）取得期間         平成22年11月１日 

（５）取得方法         東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け  

  

1,000,000

350,000,000
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